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アリはコロニーと呼ばれる集団生活を維持するに，巣の清掃行動，食料確保や
幼虫・卵の世話など多様な仕事が行う必要がある。そして，必要とされる様々な
活動は一個体が担うには多過ぎ，多種多様な役割を分業し労働量を分配するこ
とが必要になる。ここで注目すべきは，アリのコロニーに中央指示系統がないた
めに「働きアリ」と呼ばれる各個体が状況に合わせて行うべき行動を自律的に選
択する「分業」をすることで可能になっていることである。我々はアリの各個体の
活動量（巣の出入り）を長期間観測し労働量がコロニーの中でどのように分配さ
れているかを明らかにしてきた。その結果，時間的に一緒に行動するグループ
行動ともいえる時間的構造が，個体の活動量の時間スケールからは現れ得な
い長期間維持されることを示した。また，巣内での活動量の空間的な分配にも
活動量の統計的な差が現れたことが示されていたことを紹介する。


